


    
    


    




    心
    くるしおしき音色の中
見るあなたの姿に
思う人が重なる時
ぽろぽろと風を受けて崩れゆく魂が

君の本心かもしれない







    傷と勇気
    空きだらけの命乞いの後
掴んだ勇気の魂が
泡のように消えていく
残された旅人の
叫びの中で
飢えていく
悪魔の子供

壊したのはあなた







    天空
    天に響く快音
苦しくて息が出来ない
出来損ないの孤児の
手首を切り落として埋めた
イチジクを踏み潰し

空を見る







    遠方
    全身から伝わる痛みが
僕の勇気を遠くへと追いやり
壁をつたうカタツムリが
僕を遠くへと導く
ライターの火を点け

全て燃やした







    護るべきもの
    震える天空の城
崩れ落ちる心の城壁
明日の見えない夕闇を
雷が切り裂く
声を上げて泣いた

落ちていく







    肌
    あなたに触れていたい
やっと見つけたやさしさが
涙と一緒に消えないように






    船出
    身体が腐敗し
臭気が漂い
精神が崩壊する時
鯨が潮を吹く
港に停泊する船に乗り

異次元へと飛び立て







    望んだ答え
    君の瞳に移る悪魔が
僕の友達に声をかける
君の望む絶望を
あなたに与えたい
喜んで受け入れると

伝えてほしい







    夜空
    

上を見ろ

星が見えた







    夏の終わり
    酷暑の隙間
涼しげな風が吹く時
僕は嘘をついた
自分自身をも裏切るほどの

月が僕を見ていた
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